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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、全体として緩やかな回復基調が続く中、株式相場や為替市場は不

安定な動きを見せました。

当社建材事業の主要マーケットである住宅市場においては、新設住宅着工件数はマイナス金利導入後の住宅ロー

ン金利低下を受け、堅調に推移してまいりました。

このような経済・経営環境の中でありますが、売上高につきましては、化成品事業がやや伸び悩み、52億95百万

円と前年同四半期比88百万円(1.6％)の減収となりました。

損益面では、輸入燃料価格の下落に支えられ、また有形固定資産の償却方法について定率法から定額法の変更な

どによる減価償却費の減少により、営業利益は3億2百万円と前年同四半期比2億10百万円(229.8％)の増益、経常利

益は2億90百万円と同2億11百万円(268.4％)の増益、四半期純利益は2億円と同1億61百万円(410.1％)の大幅な増益

となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 建材事業

建材事業におきましては、市場環境は堅調な状況が続き、また非住宅分野の拡充に取り組み、売上高は37億

67百万円と前年同四半期比51百万円(1.4％)の増収となり、セグメント利益(営業利益)も前述のとおり輸入燃料

価格の下落や有形固定資産の償却方法の変更などによる減価償却費の減少から1億14百万円と同2億70百万円の

増益となりました。

② 化成品事業

化成品事業におきましては、国内を中心として需要がやや伸び悩み、売上高は15億27百万円と前年同四半期

比1億39百円(8.4％)の減収となり、セグメント利益(営業利益)も3億37百万円と同34百万円(9.2％)の減益とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

当第1四半期会計期間の総資産は187億50百万円となり、前事業年度末(以下前年度)に比べ1億85百万円減少いた

しました。このうち、流動資産は101億1百万円と前年度に比べ3億32百万円減少いたしました。主な減少要因はそ

の他に含まれる未収入金が1億31百万円、商品及び製品が1億18百万円、現金及び預金が1億6百万円減少したことに

よるものであります。

また、固定資産は86億48百万円と前年度に比べ1億46百万円増加いたしました。主な増加要因は、有形固定資産

が1億79百万円増加したことによるものであります。

流動負債は、73億28百万円と前年度に比べ56百万円減少いたしました。主な減少要因は、支払手形及び買掛金が

6億31百万円、その他に含まれる未払法人税等が4億3百万円、設備関係支払手形が81百万円減少したことによるも

のであります。増加要因は短期借入金が5億50百万円、電子記録債務が4億64百万円増加したことによるものであり

ます。

固定負債は58億46百万円と前年度に比べ1億89百万円減少いたしました。主な減少要因は、長期借入金が2億2百

万円減少したことによるものであります。

純資産は、55億75百万円と前年度に比べ59百万円増加いたしました。主な増加要因は、利益剰余金が90百万円増

加したことによるものであります。減少要因は、その他有価証券評価差額金が31百万円減少したことによるもので

あります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年4月期の業績につきましては、平成28年６月10日の決算発表時に公表いたしました数値から、変更はあ

りません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

従来、当社は平成10年４月１日以降に取得した建物以外の有形固定資産(リース資産を除く)の減価償却方法につ

いては、定率法を採用しておりましたが、当第１四半期会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、今後の化成品の大型設備投資を契機として、有形固定資産の使用実態を全社で見直した結果、今後、

有形固定資産は安定的に稼働し、また、収益に安定的に貢献することが見込まれることから、使用可能期間にわた

り平均的に配分する定額法に変更することが、有形固定資産の使用実態をより適切に反映すると判断したためであ

ります。

この結果、当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ34百万円増加してお

ります。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

（３）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を当第１四

半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年４月30日)

当第１四半期会計期間
(平成28年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,132 1,025

受取手形及び売掛金 4,214 4,372

電子記録債権 310 211

商品及び製品 2,705 2,587

仕掛品 726 780

原材料及び貯蔵品 845 889

繰延税金資産 210 119

その他 291 116

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 10,434 10,101

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,164 2,139

機械及び装置（純額） 2,337 2,577

土地 1,381 1,381

その他（純額） 1,516 1,481

有形固定資産合計 7,399 7,579

無形固定資産 27 27

投資その他の資産

投資有価証券 457 424

繰延税金資産 476 485

その他 139 131

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,073 1,041

固定資産合計 8,501 8,648

資産合計 18,936 18,750
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年４月30日)

当第１四半期会計期間
(平成28年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,399 2,768

電子記録債務 13 478

短期借入金 190 740

1年内返済予定の長期借入金 1,406 1,399

未払金 730 843

未払費用 263 283

賞与引当金 300 133

製品保証引当金 137 134

設備関係支払手形 285 204

設備関係電子記録債務 ― 68

その他 656 274

流動負債合計 7,384 7,328

固定負債

長期借入金 4,033 3,831

退職給付引当金 1,551 1,573

役員退職慰労引当金 122 129

その他 328 312

固定負債合計 6,035 5,846

負債合計 13,420 13,174

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金 1,078 1,078

利益剰余金 3,143 3,234

自己株式 △30 △30

株主資本合計 5,511 5,601

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4 △26

評価・換算差額等合計 4 △26

純資産合計 5,515 5,575

負債純資産合計 18,936 18,750
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期累計期間
(自 平成27年５月１日
　至 平成27年７月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年７月31日)

売上高 5,383 5,295

売上原価 3,953 3,682

売上総利益 1,430 1,613

販売費及び一般管理費 1,338 1,310

営業利益 91 302

営業外収益

受取配当金 12 9

業務受託料 6 6

その他 9 6

営業外収益合計 27 22

営業外費用

支払利息 31 20

売上割引 7 9

その他 1 3

営業外費用合計 40 33

経常利益 78 290

特別利益

投資有価証券売却益 ― 4

特別利益合計 ― 4

特別損失

環境対策費 8 ―

固定資産除却損 1 7

特別損失合計 10 7

税引前四半期純利益 68 288

法人税、住民税及び事業税 3 4

法人税等調整額 26 83

法人税等合計 29 87

四半期純利益 39 200
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年７月31日)

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年７月31日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成27年５月１日 至 平成27年７月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２建材事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,716 1,667 5,383 ― 5,383

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,716 1,667 5,383 ― 5,383

セグメント利益又は損失(△) △155 371 215 △124 91

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△124百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△124百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２建材事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,767 1,527 5,295 ― 5,295

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,767 1,527 5,295 ― 5,295

セグメント利益 114 337 452 △149 302

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△149百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△149百万円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、従来、当社は平成10年４月１日

以降に取得した建物以外の有形固定資産(リース資産を除く)の減価償却方法については、定率法を採用しておりま

したが、当第１四半期会計期間より定額法に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法と比較し、当第１四半期累計期間の「建材事業」のセグメント利益が26百万円増加、

「化成品事業」が7百万円増加しております。
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